
　　　

　　　

人) ( 人)

□ 安全な地上
安全な地上までの避難路を有するベランダ等

　れている場合を除く）
□ 特別避難階段の付室
■ 竪穴区画がなされている階段室耐火建築のもの

付室又は階段室の入口付近で「ここか

　
　ドアを叩き、火災である旨を知らせる。

伝達不要□

＊伝達範囲

電話
火災階以上の階
（　　階～　　階）
火災階及び直上階

自 衛 消 防 訓 練 実 施 計 画 票

□ 屋上広場
□

避   難   誘   導
①　廊下に出てきた客を安全な地点まで避難誘導する。（特別避難階段又は避難階段の入口部分に誘導音付誘導灯が設置さ

■ 火災階以上の階
（手動閉鎖式の場合）

＊伝達範囲
の場合）

防 火 戸 閉 鎖
①　防火戸を手動で閉鎖し、竪穴区画
　を形成する。（常時閉鎖式又は煙感

( 人)1 ( 1

○○ △○

①　「火事だー！」と叫びながら、客室の

火災となった防火区
画内

■
□
□

□
□

　連動防火戸を除く）
□ 火災階（温度に

よる自動閉鎖式

各 室 伝 達

□
＊伝達手段

□ 伝達手段なし

非常放送設備
■ 業務用放送設備

火災階

　すべき旨を伝達・指示する。
（３回繰り返し放送する）

（３０秒間放射体制を
　維持する）

△○

○○

情 報 伝 達 ＊消火手段
□

消火器（１５秒間放射

屋内消火栓（　　人）
体制を維持する）

＊通報手段

初 期 消 火

■

①　宿泊客に火災である旨及び避難

■ 火災通報装置等

△○

レベーター
②　「火事だー！」と２回叫ぶ。

■

□
③

待機場所等に火災の現場等の
即報をする
現場で１１９番通報をする

□

他の隊員に現場確認の
指示をする
本人が現場確認に行く

□ １５秒後
(仮眠時)

□ 電話

１ １ ９ 番 通 報

　る。
①　火災である旨を消防署へ通報す

様式３

名称： 消防旅館

分

○○ 隊　員 △○ 隊　員 隊　員

自火報作動 （ 階 限界時間室）
分

火 災 階 ：

非火災階：
は、移動又は行動する隊員名

を記入する

11

15※　廊下側に出火場所表示

火　　　災　　　発　　　生

　を確認する。

■ 即時

②

＊行動開始時期

階

※　上記の移動・行動線以外にも移動又は行動することができるものである。

ら逃げてください！」と２回叫ぶ

3 ３０５号

△○

現 場 確 認
①　出火場所に至って、現場の状況を確
　認する。

■ 即時
＊行動開始時期

□ １５秒後

（

現
場
確
認
又
は
非
常
放
送
後
に
行
動
開
始
）

1受信機設置場所：

■

（

現
場
確
認
又
は
非
常
放
送
後
に
行
動
開
始
）

■ 火災階以上の各階（　３階～　　階）

□ 出火階及びその直上階（スプリンクラー設備が設置されている場合）

耐火建築以外のもの

＊誘導場所

＊誘導範囲

○○

(仮眠時)
■ 徒歩
□
□

＊移動手段 非常用エレベーター
停電時最寄階停止エ

出 火 場 所 の 確 認
①　自火報の受信機により出火場所


